

















る学習方法である。徳島大学医学部医学科では 2001年から導入して、3年生の 9月から 4年生 12月まで
の 47週間行なっている。2004年度で 4年目を迎えるが、学生が教員に学習課題を少なめに出して早く終
了する傾向もみられ始めた。われわれは、こうした傾向を憂い、グループ学習の楽しさを体験させてから
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New curriculum of the school of medicine, the University of Tokushima included 47-week PBL-tutorial hybrid 
program started in 2001.To improve their learning skill and attitude, and to introduce a new learning style of 
PBL-tutorial to students smoothly, we held a half day student workshop. The content of workshop is of making 
tour plans for a family who had relationship problems among family members. Twelve groups with eight 
students respectively competed and evaluated each other, and all students enjoyed working as groups. The 
efficacy of this introductory program was evaluated with questionnaire and their study time of group 
learning between this year and last year students. Impression and feeling of usefulness toward PBL-tutorial 
was improved, and time of group study increased this year. Results suggested usefulness of this introductory 
program. We will continue the evaluation of this program. 















































































14:00-14:20  課題提示及びルール説明 
14:20-17:00  課題解決ワーク 

































































































































































































































   






























えた学生は、3年生 11%に対して 4年生は 23%で
あり、3 年生の方が「チュートリアル＋講義」を
好む割合が高い。（図４） 
















































































に対して 4 年生は 31%とであり、「講義中心」と




























































回各 1回 90分の時間を確保しているが、昨年度 3
年生（現 4 年生）の 1 回の平均学習時間が 65.8
分に対して、現 3 年生は 82.3 分と長い。特に昨
年度 3年生（現 4年生）でこの現象が目立つ後半
の 4週間で比較すると、昨年度 3年生（現 4年生）
の 1 回の平均学習時間が 60.7 分に対して、現 3











































































































































































今回の WS では次の 6 名の徳島大学医学部教員の
方々にチューターとしてご協力いただいた。ここに
記して感謝いたします。器官病態修復医学講座 人





報医学分野教授 石村 和敬氏、社会環境衛生学講座 





























  PBL tutorial：問題発見解決する学習形式
PBL( Problem-based Learning )と併称される。 












出典：Neufeld,V.R. & Barrows,H.S. 
The”McMaster Philosophy”:an approach to 













































(6) 本論文で参考にした文献は下記の 3 点である。
① B．マジュンダ著、竹尾惠子訳「PBL のすす
め「教えられる学習」から「自ら解決する学習」
へ」  学習研究社 東京、2004. 
② ドナルド R．ウッズ著、新道幸恵訳「PBL 
Problem- based Learning 判断能力を高める主
大学教育研究ジャーナル第 2号（2005） 
 
 35
体的学習」 医学書院、2001. 
③ 黒川清監修「ハワイ大学式PBL マニュアル」
羊土社、2005. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
